
         

地
域
計
画
か
ら 

見
え
た
課
題 

 

小
塩
地
区
は
、
う
き
は
市
の
東
南
部

に
位
置
し
、
大
分
県
日
田
市
と
隣
接
す

る
中
山
間
地
で
す
。 

全
国
の
中
山
間
地
同
様
に
少
子
・
高

齢
社
会
・
核
家
族
化
が
進
む
中
、
集
落

（
13
の
集
落
）
の
存
続
と
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
、
担
い
手
の
減
少
に
よ
る
農

地
・
農
業
の
維
持
存
続
、
人
口
減
や
空

き
家
の
増
に
よ
る
過
疎
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。 

 

１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）
に
は
人

口
１
３
１
４
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ

れ
か
ら
約
30
年
後
の
２
０
１
６
年
（
平

成
28
年
）
に
は
、
６
４
６
人
と
半
減
、

世
帯
数
は
２
７
７
世
帯
が
２
３
３
世
帯
、

農
家
数
は
２
３
６
戸
が
１
６
１
戸
。
高

齢
率
は
、
14
・
６
％
が
45
％
と
な
り
、

限
界
集
落
で
は
な
く
限
界
「
校
区
」
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
集
落
に
よ
っ
て

は
、
高
齢
率
70
％
を
超
え
て
い
ま
す
。 

         

一
方
、
年
少
率
は
６
％
で
15
歳
未
満
の

子
供
は
わ
ず
か
40
人
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
小
塩
保
育
所
は
統

廃
合
に
よ
り
廃
園
と
な
り
、
公
共
交
通

（
バ
ス
）
も
廃
止
さ
れ
、
現
在
小
学
校

の
再
編
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 

               

   

 

市
内
11
地
区
に
自
治
協
議
会
（
前
身

は
公
民
館
）
が
平
成
26
年
に
設
立
さ
れ
、

中
長
期
を
展
望
し
な
が
ら
新
た
な
自
治

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
設
立
と
同

時
に
地
域
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
課

題
解
決
の
た
め
の
一
環
と
し
て
「
地
域

計
画
」
を
全
11
の
自
治
協
議
会
で
策
定

し
ま
し
た
。 

そ
の
な
か
で
、
中
山
間
地
の
自
治
協

議
会
で
は
、
当
面
す
る
課
題
、
特
に
必

要
が
あ
る
も
の
、
地
域
の
魅
力
を
高
め

る
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
し

て
、
耕
作
放
棄
地
の
整
備
・
有
効
活
用
、

耕
作
放
棄
地
の
無
い
地
域
づ
く
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

   

「
農
地
保
全
」
へ 

踏
み
出
し
た
一
歩 

  

私
ど
も
、
小
塩
地
区
自
治
協
議
会
も

農
地
の
保
全
、
維
持
存
続
を
主
要
な
課

題
と
し
、
農
業
委
員
、
中
山
間
地
直
接

支
払
代
表
、
ホ
タ
ル
の
里
営
農
組
合
（
機

械
利
用
組
合
）
、
真
美
野
を
考
え
る
会
、

市
、
Ｊ
Ａ
に
じ
、
県
の
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
で
組
織
す
る
「
農
政
等
懇
談
会
」

を
立
ち
上
げ
、
水
田
裏
作
や
ブ
ラ
ン
ド

化
の
推
進
、
耕
作
放
棄
地
で
の
そ
ば
栽

培
、
中
山
間
地
の
振
興
作
物
な
ど
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

ま
た
、
当
地
区
は
環
境
省
か
ら
「
生

物
多
様
性
保
全
上
重
要
な
里
地
里
山
」

に
認
定
さ
れ
た
地
区
で
、
ホ
タ
ル
を
地

域
資
源
と
し
て
、
６
月
の
「
ホ
タ
ル
祭

り
」
や
秋
に
は
収
穫
を
祝
う
「
秋
祭
り
」
、

ホ
タ
ル
公
園
の
キ
ャ
ン
プ
場
化
、
ふ
る

さ
と
体
験
と
銘
打
ち
「
田
植
え
・
椎
茸

菌
打
ち
・
稲
刈
り
体
験
」
や
そ
ば
打
ち

体
験
な
ど
を
通
じ
、
自
然
豊
か
な
地
域

性
を
ア
ピ
ー
ル
し
都
市
と
の
交
流
、
大

学
生
と
の
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
10
年
と
こ
れ
か
ら
の
10

年
は
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
も
の
と
認

識
し
、
農
業
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
に

対
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
新
た
な
取

組
を
模
索
し
て
い
ま
す
。 

                

●
問
合
せ 

市
民
協
働
推
進
課 

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係
℡
７
５
～
４
９
８
２ 

自
治
協
議
会
が 

元
気
な
地
域
づ
く
り
の 

‘
今
’
を
発
信 

 

小
塩
地
区 

 

（№４） 

▲過疎化や離農などの危機から地域を守

ろうと集落営農法人を立ち上げた広島

県東広島市小田地区を７月に視察 

▲中村学園大学の学生や韓国からの

留学生が、小塩でそば打ちを体験 


